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本籍地の市区町村から、戸籍に記載される予定
の振り仮名の通知が届きます。 

【振り仮名の制度、届出の方法など】 
振り仮名コールセンター
TEL 0570-05-0310  平日 8:30～17：15
【マイナポータルでの届出の操作方法など】
マイナンバー総合フリーダイヤル
TEL 0120-95-0178
〈平　　日〉 9：30～20：00
〈土・日・祝日〉 9：30～17：30

結城市は８月上旬から順次発送結城市は８月上旬から順次発送
通知が届いたら、必ず確認！ 

届出方法 届出方法 

問合せ先

　市では、年２回夏と冬に鬼怒川の水質測定を行っています。表を
見ると、令和３年度の冬以外は環境基準を下回っています。県の調
べによると、川の汚れの主な原因は、家庭から流れる生活排水が５
割を占めているのが現状です。 
　河川は私たちの共有財産です。いつまでもきれいに保つために、
公共下水道への加入や合併処理浄化槽の設置など、生活排水対策に
ご協力お願いします。 
　日常生活において、次の項目を実践してみましょう。

氏

【氏の振り仮名】

法　 務

ホウム

法務  太郎  様のみ

振り仮名

氏の振り仮名の
届出が可能な方

詳しくはこちら振り仮名が
正しい場合は、
届出は不要です。

振り仮名が誤っている場合は、
 令和8年5月25日(月)までに
届出ください。

ウェブ(マイナポータル)、
窓口、郵送で届出を
行うことができます。

戸籍制度マスコット
キャラクター
コセキツネ

振り仮名が
正しいか

確認するった！

全住民に
送られて
くるった！

【広域公害調査研究会】鬼怒川共同水質調査結果より

● ＢＯＤ：生物化学的酸素要求量。 一般にＢＯＤの数
　値が大きいほど水が汚れていることを意味します。
● 環境基準：人の健康を保護し、生活環境を保全
　する上で維持されることが望ましい基準として、国
　が定めた基準。

上山川河岸付近における
　　　　鬼怒川のＢＯＤ測定値

市市民課 記録係　TEL 32-1111
 （内線1098、1099）

問

戸籍に氏名の振り仮名が記載されます ごみはこのままでいいの？
振り仮名の通知を必ず 確認ください！

【名の振り仮名】
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「 川は私たちの財産 」大切な川を守りましょう！
鬼怒川の水質測定結果のお知らせ

市生活環境課 環境保全係  TEL 34-0410問

市生活環境課 生活環境係  TEL 34-0370問
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　令和５年度一般廃棄物実態調査結果から、結城市の一般家庭から
排出される１人１日当たりのごみ排出量は、右のグラフの
とおり国や県より多くなっています。
　順位は、茨城県が47都道府県中46位、結城市が
県内44市町村中32位でした。ごみを減量するため、
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　ごみの減量および資源化などを一層推
進するために、市は令和６年10月、結城市
廃棄物減量等推進審議会に「市指定のご
み袋の導入」および「製品プラスチックの分
別収集」について諮問しました。審議会は、
３回の審議を重ね、令和７年３月26日、市
に答申書が提出されました。 

結城市のごみの量は・・・

結城市廃棄物減量等推進審議会から答申書が提出されました

一般家庭から排出される
１人１日当たりのごみ排出量

答申書提出の様子

《 審議会の答申 》
❶結城市指定ごみ袋は導入すべき
❷プラスチック資源循環促進法に
　伴う対象製品の分別収集は、積
　極的に実施すべき

環境基準

●調味料や油の付いた食器などは、ティッシュなどで拭き
　取ってから洗いましょう。
●食用油は流さず、凝固材で固めたり、新聞などに吸わせ
　て捨てましょう。
●米のとぎ汁は、植木の水やりに利用しましょう。
●生ごみは三角コーナーに入れて、細かいゴミを流さない
　ようにしましょう。
●洗剤やシャンプーは適量を使いましょう。

　コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会制度を導
入し、学校と地域が連携して学校運営に取り組む学校の
ことです。地域住民や保護者が学校運営に参画するこ
とで、地域ニーズを反映した特色ある学校づくりを目指し
ます。生活支援体制整備事業における第2層協議体では、
以前から教育機関との連携企画に取り組んでいました。
令和6年度からの本格的なコミュニティ・スクールの推進
により更に学校と協議体の活動が発展してきています。
今後も、教育機関と一緒に、児童生徒の皆さんの安全・
安心な地域社会の構築や世代を越えた交流活動などを
進めていきたいと思います。

～地域福祉を支える協議体～助け合う。支え合う。
コミュニティ・スクール（学校運営協議会）と協議体活動

行事交流活動

市介護福祉課 地域ケア推進係 TEL 34ｰ0324
市社会福祉協議会 TEL 33ｰ0225

問

環境整備活動

買い物交流活動 見守り活動


